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【表紙イラスト解説】

新たな結核薗受容体MCLの発見

結核は今なお全世界人口の1/3が感染している脅威の感染症である。ととろが、結核菌を認

自量する受容体はあまりわかっていない。免疫制御学分野(分子免疫学分野)では、C型レクチン

受容体Mlncleが結核菌糖脂質を直接認識し、免疫系を活性化する受容体であるととを見出し

てきた。本年新たに、同じC型レクチンに属するMCLという受容体がやはり結核薗を認識し、

Mtncleの発現を助~1る役割を持つととを発見した。MCLを欠損したマウスでは、Mincleの発

現誘導の低下とともに、結核曹に対する免疫応答や肉芽腫形成も減弱するととが判明した。

結核菌という強力な病原体に対して、生体が複数の受容体を獲得するととで対抗してきたζ

とが伺え、複雑な宿主対病原体の攻防の一端が明らかとなった。乙れらの新しい免疫賦活機

構の発見は、今後の新たなワクチン開発につながるととが期待される。

図は、結核薗樹脂質を投与したマウスの肺切片染色画像。

左側はH&E!iri!色。右側はMinclemRNAのinsit~色。結核
菌を封じ込めようとする肉芽腫と一致する場所にMlncle

の発現が強く誘導されているととがわかる。
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C-type lectin MCL is an FcR y -coupled receptor that mediat伺 theadjo.vanticity of 

mycobacteri叫 cordfactor. 

加 mUDr旬 381050-1062 (却13)


